
平成２２年度　小論文２　解答例

( I ) 問 1 (ア) 基本的には，立体 B を頭の中に描き，その
まわ

周りをゆっくりと
眺めて見える面の個数を数えることができればよい。

以下は，解答を書きやすくするために各段ごとの表面積を組に
した。実際には，手前・右・左・奥の各側面に注目して何段ま
でが見えるかで数えるのが結構早い。

ここでは，上面，２段目側面，１段目側面の面の個数（面積）を

(上面, 2段, 1段)　　

で表すことにし，高さが 3 段まで，4 段までまでのときも，こ
れに準じた書き方をする。

(上面, 2段, 1段) = (4, 6, 8) であるから

S = 4 + 6 + 8 = 18 cm2　

である。
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問題図（参照）

(イ) 底面図と断面図を並べておく。
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であるから

T =
√

2 × 2 +
√

2 × 1 =
√

2 × 3 = 3
√

2 cm2　　

である。
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(ウ) 立体 G の底面図は次のようになる。
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これより， 1⃝， 2⃝， 3⃝ の面積を同じ 1⃝， 2⃝， 3⃝ で表すことに
すると，

1⃝， 2⃝， 3⃝ の面積は

　 1⃝ = 1 cm2, 2⃝ = 3⃝ = 1
2
× 1 × 1 = 1

2
cm2

である。

これより

　 V = 1⃝× 1 + 2⃝× 2 + 3⃝× 1 = 1 + 1 + 1
2

= 5
2

cm3

である。

問 2 (ア) 問 1 と同様に考える。

(上面, 4段, 3段, 2段, 1段) = (9, 8, 14, 16, 12) であるから

S = 9 + 8 + 14 + 16 + 12 = 59 cm2　

である。
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問題図（参照）
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(イ) 底面図と断面図をかく。

111

1

1

P

QH A B

C
D E F

K
○

△
△

○

○ △ △ ○

1

1
4

P Q

立体 B の断面図

ここで，下の計算の通り　○ =

√
13
3
，△ =

√
13
6
である。

相似な三角形に注目して　　 ((ウ) の体積 V を求める過程を参照)

　　　　△ = 1
2
×○ 　を得る。

また，直角三角形 PQH で「三平方の定理」を用いて

32+22 = PQ2　　これより　PQ2 = 13　　PQ > 0　より　PQ =
√

13　　

である。よって，○ =

√
13
3
，△ =

√
13
6
であるから

　　 T =○× 1 +△× 2 +△× 1 +○× 4

=

√
13
3

× 1 +

√
13
6

× 2 +

√
13
6

+

√
13
3

× 4

=
13
√

13
6

cm2

である。
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(ウ) 立体 G の底面図は次のようになる。
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△QBF∽△QHP で，相似比が QB : QH = 1 : 3 であるから

　　BF = PH × 1
3

= 2 × 1
3

= 2
3

また，△PCE∽△PHQ で，相似比が PC : PH = 1 : 2 であ

るから，CE = 3 × 1
2

= 3
2
で， DE = 1

2
である。
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1⃝ = 1 × 1 = 1 cm2　　　　　　　　　　　

2⃝ =正方形ADLB −三角形 ELF

= 1 − 1
2
× 1

2
× 1

3
= 11

12
cm2

3⃝ = 1
2
× BF × 1 = 1

2
× 2

3
× 1 = 1

3
cm2

4⃝ = 1
2

(
1
3

+ 1
)
× 1 = 2

3
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5⃝ = 1
2
× 1

2
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3
= 1

12
cm2
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これより

V = 1⃝× 3 + 2⃝× 1 + 3⃝× 4 + 4⃝× 1 + 5⃝× 2

= 1 × 3 + 11
12

× 1 + 1
3
× 4 + 2

3
× 1 + 1

12
× 2 = 73

12
cm3

である。

○ ( I )問 1，問 2ともに，(イ)の断面図と (ウ)の底面図はそれぞれ
切断面の面積 T と立体 Gの体積 V を求めるための補助的な役割
をしています。評価基準もそれに準じた程度のものとなります。

○ (II) 列の和が 6 になるのは，数字 1，2，3 を並び換えた組と，数
字 2，2，2 の並びの組だけであることに注目すると考えやすいで
しょう。

○ (II) 問 5 は，数字 2 の個数・配置が違う場合があることに注目
して，2 が「L字」「T 字」「十 字」の場合に，それぞれ 1 と 3

の位置を入れ替えても表面積が変わらないことがわかります。ま
た，「すべて 2」の場合は表面積がすぐ求められます。「数字 1，2，
3 が同数ずつ含まれる」場合は，数字 3 が単独で 3ヶ所にあるの
で，3 段目の 4× 3 = 12cm2 をまず数える，そして数字 3 を 2 に
置き換えて見ると，数字 1 の配置から，このタイプはすべて表面
積が同じことがわかります。これらに注目すると S の種類は最
大で 5 種類であるので，それらの代表を選び表面積を調べるとよ
いでしょう。

○ ( I )，(II) を通して， 問題を正しく理解するためには，「平面図形
の対称性」「空間における 2平面の位置関係」「立体の表面積」「平
行と合同」「場合の数」「平方根」「2次方程式の解」「図形の相似」
「平行線と線分の比」「三平方の定理」など，さまざまな知識を必
要します。
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( II ) 問 1 　A が 1 のとき，次の 8 通りある。

1⃝

1 2 3
2 3 1
3 1 2 2⃝

1 2 3
3 1 2
2 3 1 3⃝

1 2 3
3 2 1
2 2 2 4⃝

1 2 3
2 2 2
3 2 1

5⃝

1 3 2
2 1 3
3 2 1 6⃝

1 3 2
3 1 2
2 2 2 7⃝

1 3 2
3 2 1
2 1 3 8⃝

1 3 2
2 2 2
3 1 2

問 2 　A が 2 のとき，次の 15 通りである。

9⃝

2 1 3
1 3 2
3 2 1 10⃝

2 1 3
2 3 1
2 2 2 11⃝

2 1 3
3 2 1
1 3 2 12⃝

2 1 3
2 2 2
2 3 1

13⃝

2 3 1
1 2 3
3 1 2 14⃝

2 3 1
2 1 3
2 2 2 15⃝

2 3 1
3 1 2
1 2 3 16⃝

2 3 1
2 2 2
2 1 3

17⃝

2 2 2
1 2 3
3 2 1 18⃝

2 2 2
1 3 2
3 1 2 19⃝

2 2 2
2 1 3
2 3 1 20⃝

2 2 2
2 3 1
2 1 3

21⃝

2 2 2
3 1 2
1 3 2 22⃝

2 2 2
3 2 1
1 2 3 23⃝

2 2 2
2 2 2
2 2 2

問 3 　A が 3 のとき，次の 8 通りである。

24⃝

3 1 2
1 2 3
2 3 1 25⃝

3 1 2
1 3 2
2 2 2 26⃝

3 1 2
2 3 1
1 2 3 27⃝

3 1 2
2 2 2
1 3 2

28⃝

3 2 1
1 2 3
2 2 2 29⃝

3 2 1
1 3 2
2 1 3 30⃝

3 2 1
2 1 3
1 3 2 31⃝

3 2 1
2 2 2
1 2 3

問 4 問 1 ～ 問 3 より，8 + 15 + 8 = 31通り

数字 2 のマスを色鉛筆で
ぬ

塗 ってみてください。
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問 5 考え方は，(1)～(3) で求めたすべての場合について，S の値を求よ
うとしてみることである。その際，9 つの場所に 1, 2, 3 が同数ずつ
含まれる場合はすべて，

(上面, 3段, 2段, 1段) = (9, 12, 16, 12)　であり　

S = 9 + 12 + 16 + 12 = 49 cm2　

である。

そこで，S = 49 以外の値が出てくる可能性があるのは，9 つの場所
において， 2 の個数が 1，3 の個数より多く含まれる場合である。上
の 1⃝～ 31⃝ の中で，

2 を L の字（もしくはひっくり返した文字) に含む場合は

(上面, 3段, 2段, 1段) = (9, 8, 16, 12)　であり　

S = 9 + 8 + 16 + 12 = 45 cm2　

である。

2 を T の字に含む場合は

(上面, 3段, 2段, 1段) = (9, 8, 14, 12)　であり　

S = 9 + 8 + 14 + 12 = 43 cm2　

である。

2 を
じゅう

十 の字に含む場合は

(上面, 3段, 2段, 1段) = (9, 8, 12, 12)　であり　

S = 9 + 8 + 12 + 12 = 41 cm2　

である。

すべてが 2 の場合は

(上面, 3段, 2段, 1段) = (9, 0, 12, 12)　であり　

S = 9 + 0 + 12 + 12 = 33 cm2　

である。
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以上より，求める S の値は

S = 49, 45, 43, 41, 33　

である。よって，たとえば次のような書き方になる。

　 S = 49 cm2　　具体例の 1 つは

　　　　　　　　　　

1 2 3
2 3 1
3 1 2

　　　　　具体例は 1⃝， 2⃝， 5⃝， 7⃝， 9⃝，11⃝，13⃝，15⃝，24⃝，26⃝，29⃝，30⃝

　　　　　の中から一つ選ぶ。

　 S = 45 cm2　　具体例の 1 つは

　　　　　　　　　　

2 1 3
2 3 1
2 2 2

　　　　　具体例は 6⃝，10⃝，14⃝，18⃝，19⃝，20⃝，21⃝，25⃝

　　　　　の中から一つ選ぶ。

　 S = 43 cm2　　具体例の 1 つは

　　　　　　　　　　

2 2 2
1 2 3
3 2 1

　　　　　具体例は 3⃝， 8⃝，12⃝，16⃝，17⃝，22⃝，27⃝，28⃝

　　　　　の中から一つ選ぶ。

　 S = 41 cm2　　具体例の 1 つは

　　　　　　　　　　

1 2 3
2 2 2
3 2 1

　　　　　具体例は 4⃝，31⃝

　　　　　の中から一つ選ぶ。

　 S = 33 cm2　　具体例の 1 つは

　　　　　　　　　　

2 2 2
2 2 2
2 2 2

　　　　　具体例は 23⃝

　　　　　のみである。
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